
第 68号

発行所：

発行人：
題　字：

土浦協同病院
おおつ野四丁目 1番 1号

家坂　義人
登内　眞

平成 29年 9月 15日発行
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経
カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
留
置
術

（T
ranscatheter A

ortic V
alve 

Im
plantation: TA

V
I

ま

た

は

T
ran
scath

eter A
ortic V

alve 
Replacem

ent: TAVR

）
は
重
症
大
動

脈
弁
狭
窄
症
に
対
す
る
外
科
的
弁
置
換
術

の
代
替
療
法
と
し
て
平
成
14
年
に
フ
ラ
ン

ス
で
初
め
て
人
間
に
対
し
て
施
行
さ
れ
、

日
本
で
は
平
成
25
年
よ
り
認
可
さ
れ
た
比

較
的
新
し
い
治
療
法
で
す
。
カ
テ
ー
テ
ル

を
使
用
し
て
経
動
脈
的
ま
た
は
経
心
尖
部

的
に
自
己
弁
の
内
側
か
ら
新
し
い
弁
を
拡

げ
て
留
置
す
る
方
法
で
、
外
科
的
開
胸
手

術
と
比
較
し
て
心
拍
動
下
に
低
侵
襲
で
施

行
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

大
動
脈
弁
狭
窄
の
原
因
は
大
動
脈
弁
組

織
の
加
齢
性
硬
化
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

と
く
に
高
齢
に
な
る
ほ
ど
そ
の
頻
度
は
高

く
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
社
会
の
高
齢

化
と
と
も
に
今
後
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
外
科
的
手
術
し
か
根

本
的
な
治
療
選
択
が
な
か
っ
た
た
め
、
年

齢
・
並
存
疾
患
・
全
身
状
態
な
ど
か
ら
外

科
的
手
術
に
対
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
か

な
か
手
術
に
踏
み
切
れ
な
い
患
者
さ
ん
も

多
く
い
ま
し
た
が
、TAVI

の
出
現
に
よ

り
外
科
的
手
術
困
難
と
判
断
さ
れ
た
患
者

さ
ん
に
対
し
て
も
治
療
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
リ
ス
ク
の
高
い
治
療
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
日
本
に
導
入

す
る
際
に
は
そ
の
適
応
と
施
設
基
準
が
厳

し
く
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
日

本
全
国
の
１
２
５
施
設
で
治
療
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。施
設
認
定
の
た
め
に
は
、

透
視
装
置
を
装
備
し
開
胸
手
術
も
可
能
な

清
潔
基
準
を
満
た
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
心
臓
血
管
外

科
・
循
環
器
内
科
の
専
門
医
を
は
じ
め
て

と
し
て
心
臓
治
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
常

勤
し
て
い
る
こ
と
、
に
加
え
て
多
科
多
職

種
か
ら
な
る
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
が
機
能
し
て

い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

当
院
で
も
平
成
28
年
5
月
に
ハ
ー
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
平
成
29
年
5
月
に

施
設
認
定
に
至
り
ま
し
た
。
6
月
に
1
症

例
目
を
施
行
し
て
か
ら
一
例
ず
つ
丁
寧
に

治
療
を
重
ね
て
い
る
段
階
で
す
が
、
よ
り

習
熟
し
て
い
け
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い

く
次
第
で
す
。
も
ち
ろ
んTAVI

と
い
う

選
択
肢
が
増
え
た
う
え
で
外
科
的
手
術
と

の
適
切
な
適
応
選
択
が
最
も
大
事
な
点
で

す
の
で
、
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
と
し
て
心
臓
疾

患
の
ト
ー
タ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
し

て
い
け
る
よ
う
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

大洗磯前神社鳥居　撮影者：香取逸美

心
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疾
患
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私
は
、
新
生
児
集
中
治
療
室
（
以
下
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
に
は
予
定
よ
り
早
く
産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
や
治
療
が
必
要
な
赤
ち
ゃ
ん
が
入
院
し

て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
小
さ
な
身
体

で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
パ
パ
や

マ
マ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

面
会
に
来
て
く
れ
る
こ
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん

の
癒
し
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
ケ
ア
の
一
部
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
温
か
い
手

や
、
や
わ
ら
か
い
布
を
用
い
て
包
み
込
む

こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
処

置
な
ど
の
刺
激
に
よ
り
力
が
強
く
入
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
不
安
に
な
っ
て
、
落
ち
着

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
赤
ち
ゃ
ん
自
身

が
自
分
で
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
る
姿
勢

を
と
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の

時
の
姿
勢
は
マ
マ
の
お
腹
の
中
に
い
る
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
腕
を
曲
げ
て

手
は
口
元
へ
、
足
は
Ｍ
字
と
な
る
よ
う
に

膝
を
曲
げ
た
姿
勢
を
と
り
ま
す
。
処
置
の

後
は
す
ぐ
に
離
れ
ず
に
、
頑
張
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
な
が

ら
、
医
療
者
の
両
手
で
赤
ち
ゃ
ん
を
包
み

込
み
、
赤
ち
ゃ
ん
が
落
ち
着
く
の
を
確
認

し
て
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
看
護
師
に
ケ
ア
の
必
要
性

を
伝
え
、医
師
と
も
一
緒
に
ケ
ア
を
行
い
、

赤
ち
ゃ
ん
が
少
し
で
も
よ
り
良
い
入
院
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
協
力
し
あ
え
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
も
心
が
け
て
い
ま
す
。
左

の
写
真
は
保
育
器
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
を
温

か
い
手
で
包
み
込
ん
で
い
る
様
子
で
す
。

専
門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
リ
レ
ー
便
り

リ
レ
ー
掲
載
29
回

「
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
ケ
ア
」

居
城　

絢
子

新
生
児
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師

土浦キララまつり 2017 七夕おどりコンテストに参加して
土浦協同病院元気隊

　皆さんこんにちは。土浦協同病院元気隊は、
今年も土浦キララまつり 2017 七夕おどりコ
ンテストに出場しました。
　当日は、旧病院管理棟に結集し、最高のパ
フォーマンスを披露するため、また昨年より
も上位入賞を狙い、直前練習にも熱が入りま
した。練習後は、今年３月にオープンした真
鍋診療所 ( 旧健康管理センター ) を背景に記
念撮影。旧病院は、本館１階まで解体工事が
進み、一抹の淋しさを感じましたが、元気隊
の目的でもある “地域の皆さんに元気を届け
る” ため、気合いを入れ直し会場へと向かい
ました。結果は昨年と同じ特別賞でしたが、
皆さんには元気をお届けできたと思います。
　当院は建物だけでなく職員数も規模が大きくなりました。組織が大きくなると希薄した関係になりがちですが、その
ようにならないためにも元気隊の活動を通し皆さんとの距離を身近に、また職員間の繋がりの一端を担うような活躍が
できればと思っています。また来年お会いしましょう！

実行委員会
櫻井　雅博

　

5
Ｃ
病
棟
は
腎
臓
内
科
と
内
分
泌
内
科
の
混
合
病

棟
で
36
床
の
ベ
ッ
ド
を
有
す
る
混
合
病
棟
で
す
。
ス

タ
ッ
フ
は
腎
臓
内
科
医
師
8
名
、
内
分
泌
内
科
医
師

6
名
、
看
護
師
20
名
（
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師
2

名
を
含
む
）、
看
護
補
助
者
1
名
で
す
。

　

腎
臓
内
科
は
腎
炎
か
ら
急
性
・
慢
性
腎
不
全
や
ネ

フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
、
ま
た
血
液
透
析
や
腹
膜
透
析
等

幅
広
く
内
科
的
腎
疾
患
の
診
療
・
看
護
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
病
棟
の
隣
に
あ
る
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
と

は
週
1
回
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
な
い
、
情
報

の
共
有
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
末
期
腎
不
全
の

患
者
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
の
特
徴
を
理
解
し
、

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
治
療
法
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
腎
代
替
療
法
選
択
説
明
を
共
同
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
分
泌
内
科
で
は
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師
や
糖

尿
病
療
養
指
導
士
を
中
心
に
主
に
糖
尿
病
の
教
育
入

院
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
5
日
間
で
食
事
療
法
を
体
験
し
て
頂
き
、
食
前
食

後
の
血
糖
値
の
変
化
を
感
じ
て
頂
く
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
沿
っ
た
生
活
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
を
患
者
さ
ん
自
身
が
気
づ
け
る
よ
う
に
他

職
種
と
と
も
に
教
育
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
で
は
、
各
診
療
科
か
ら

処
方
を
頂
き
、
早
期
に
理
学
療
法
、
作
業
療
法
、
言

語
聴
覚
療
法
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
医
1
名
、
看
護
師
2
名
、

理
学
療
法
士
37
名
、
作
業
療
法
士
14
名
、
言
語
聴
覚

士
6
名
、
事
務
・
助
手
6
名
の
総
勢
66
名
で
す
。
当

部
で
は
脳
血
管
疾
患
、運
動
器
、呼
吸
器
、心
大
血
管
、

が
ん
、
廃
用
、
小
児
を
対
象
疾
患
と
し
て
お
り
、
急

性
期
病
院
で
行
う
べ
き
対
象
を
全
て
網
羅
で
き
て
お

り
ま
す
。
県
内
で
は
数
少
な
い
、
リ
ハ
ビ
リ
科
専
門

医
に
よ
る
診
断
、
治
療
が
あ
り
、
ボ
ト
ッ
ク
ス
治
療

や
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
先
端
医
療
も
特
徴

で
す
。
先
端
医
療
と
し
て
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ

Ａ
Ｌ
や
免
荷
式
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
を
用
い
た
立
位
・
歩

行
訓
練
、
三
次
元
歩
行
解
析
装
置
や
動
作
筋
電
図
を

用
い
た
評
価
機
器
を
備
え
て
お
り
、
様
々
な
障
害
の

方
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
に
も
対
応
可
能
で
す
。
各
診

療
科
と
連
携
し
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
る
方

が
よ
り
良
い
状
態
に
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

部

署

紹

介

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

瀧
原　

純

小
見
渕　

幸
子

5
Ｃ
病
棟

DPCとベンチマーク
連載＿第 32回

　病院の実績や経営指標として、月単位の一日平均在院数や一日単価が用いられます。経営指標としては妥当だと考え
られますが、診療行為の実績を評価するには不十分だと言えます。その理由は月により平日と休日の比率が異なるから
です。休日は在院数及び個々の患者さんに対する診療行為も少なくなります。そこで、これらの休日における実績の減
少を折り込んだ補正値を算出してみました。診療科ごとの実績評価をする場合には、この様な補正値を用いた評価が必
要だと考えます。表に病院全体の実測値と補正値を示しますので、参考にしてください。

DPC評価委員会委員長
情報システム管理室 船越　尚哉

2016/12

2017/01

2017/02

2017/03

2017/04

2017/05

年／月

19,170

18,623

18,080

19,876

19,029

18,848

延入院患者数

618

601

646

641

634

608

1 日平均在院数

670

651

685

681

680

654

1 日平均補正在院数

¥1,437,575,000

¥1,404,546,000

¥1,370,276,000

¥1,524,102,000

¥1,373,842,000

¥1,449,348,000

入院収益合計

¥74,991

¥75,420

¥75,790

¥76,681

¥72,197

¥76,897

1 日単価

¥84,844

¥85,329

¥82,895

¥83,996

¥80,219

¥86,058

1 日補正単価

実測値と補正値



歯科外来診療環境体制加算
入院基本料 ： 一般病棟入院基本料 ・ 看護配置 7 ： 1
各病棟入院患者 7 人に対し、 看護師 1 人の割合で配置 ( 詳細は各病棟に掲示 )
臨床研修病院入院診療加算 （基幹型臨床研修病院）
救急医療管理加算
超急性期脳卒中加算
妊産婦緊急搬送入院加算
診療録管理体制加算１
医師事務作業補助体制加算１ （75 対 1）
急性期看護補助体制加算 （50 対 1）
療養環境加算
重症者等療養環境特別加算
無菌治療室管理加算 1, 無菌治療室管理加算 2
栄養サポートチーム加算
がん診療連携拠点病院加算
医療安全対策加算 1
感染防止対策加算 1 （地域連携加算）
患者サポ－ト体制充実加算
褥瘡ハイリスク患者ケア加算
ハイリスク妊娠管理加算， ハイリスク分娩管理加算
呼吸器ケアチーム加算
病棟薬剤業務実施加算 1
デ－タ提出加算２
退院支援加算 1
精神疾患診療体制加算
救命救急入院料 4
特定集中治療室管理料 3
ハイケアユニット入院医療管理料 1, ハイケアユニット入院医療管理料 2
総合周産期特定集中治療室管理料
小児入院医療管理料 1　プレイルーム加算
小児入院医療管理料 4
緩和ケア病棟入院料

ウィルス疾患指導料
糖尿病合併症管理料
がん性疼痛緩和指導管理料
がん患者指導管理料 1， がん患者指導管理料 2， がん患者指導管理料 3
移植後患者指導管理料 （造血幹細胞移植後）
糖尿病透析予防指導管理料
地域連携小児夜間 ・ 休日診療料 2
院内トリア－ジ実施料
外来放射線照射診療料
ニコチン依存症管理料
がん治療連携計画策定料
がん治療連携管理料
肝炎インターフェロン治療計画料
薬剤管理指導料
地域連携診療計画加算
医療機器安全管理料 1， 医療機器安全管理料 2
在宅患者訪問看護 ・ 指導料及び同一建物居住者訪問看護 ・ 指導料
持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定
ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出 ( 簡易ジェノタイプ判定 )
検体検査管理加算 （Ⅰ）， （Ⅳ）
心臓カテ－テル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
植込型心電図検査
胎児心エコー法
時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト
ヘッドアップティルト試験
神経学的検査
コンタクトレンズ検査料 1
小児食物アレルギ－負荷試験
内服 ・ 点滴誘発試験
ＣＴ透視下気管支鏡検査加算
画像診断管理加算 1， 画像診断管理加算 2
ポジトロン断層 ・ コンピューター断層複合撮影
ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
冠動脈ＣＴ撮影加算， 外傷全身ＣＴ加算
心臓ＭＲＩ撮影加算， 乳房ＭＲＩ撮影加算
抗悪性腫瘍剤処方管理加算
外来化学療法加算 1
無菌製剤処理料
心大血管疾患リハビリテーション （Ⅰ）， 脳血管疾患等リハビリテーション (Ⅰ)
運動器リハビリテ－ション料 （Ⅰ）， 呼吸器リハビリテ－ション (Ⅰ）
がん患者リハビリテーション料， 歯科口腔リハビリテーション料 2
硬膜外自家血注入
透析液水質確保加算 2
下肢末梢動脈疾患指導管理加算
一酸化窒素吸入療法

頭蓋内腫瘤摘出術等
黄斑下手術等
鼓室形成手術等
肺悪性腫瘍手術等
経皮的カテ－テル心筋焼灼術
靭帯断裂形成手術等
水頭症手術等
鼻副鼻腔悪性腫瘍手術等
尿道形成手術等
角膜移植術等
肝切手術等
子宮附属器悪性腫瘍手術等
上顎骨形成術等
上顎骨悪性腫瘍手術等
バセドウ甲状腺全摘 ( 亜全摘 ) 術 ( 両葉 )
母指化手術等
内反足手術等
食道切除再建術等
同種死体腎移植術等
区分 4 に分類される手術の件数
人工関節置換術等
乳児外科施設基準対象手術
ペ－スメ－カ－移植術及びペ－スメ－カ－交換術
冠動脈、 大動脈バイパス移植術等 ( 人工心肺を使用しないものを含む ) 及び体外循環を要する手術

53
3
27
112
709
21
80
3
8
0
74
21
1
8
0
0
0
18
0

695
63
1

115
127

選定療養費に係る部分 （自己負担として頂きます）
1. 差額ベッド （詳細は各フロアに掲示）
2. 紹介状なしの初診患者様は、 5,400 円 （税込）
3.180 日を超えて入院中で一部の患者様は 2,600 円 （税込） ／日
4. 臨床治療試験にかかる医療費 （ご希望の方にご案内します）

ＤＰＣ対象病院 ： 当院は包括評価と出来高評価を組み合わせて計算するＤＰＣ対象病院です
医療機関係数　1.3436
( 基礎係数 1.0296+ 暫定調整係数 0.0339+ 機能評価係数Ⅰ 0.1834+ 機能評価係数Ⅱ 0.0967)

入院時食事療養 (Ⅰ)
管理栄養士又は栄養士によって管理された食事を適時
( 夕食については午後 6 時以降 )、 適温で提供しています。
費用 ： 1 食 640 円 ( 流動食のみ 575 円） 　自己負担 ： 1 食 360 円

経皮的冠動脈形成術

経皮的冠動脈粥腫切除術 23

急性心筋梗塞に対するもの
不安定狭心症に対するもの
その他のもの

経皮的冠動脈ステント留置術
急性心筋梗塞に対するもの
不安定狭心症に対するもの
その他のもの

1
2
36

42
66
302
1,207( ハイリスク分娩管理加算 ) 平成 28 年 ： 分娩件数

( 配置医師数：12 人、配置助産師：38 人）

厚生労働大臣の定める掲示事項 2017 年 9月 1日現在　総合病院土浦協同病院

厚生労働大臣の定める掲示事項 (基本診察料の施設基準 )

厚生労働大臣の定める掲示事項（特掲診察料の施設基準 )

厚生労働大臣の定める掲示手術の症例数一覧（Ｈ28.1.1 ～Ｈ28.12.31）

悪性黒色腫センチネルリンパ節加算
組織拡張器による再建手術 （乳房 （再建手術） の場合に限る）
骨移植術 ( 軟骨移植術を含む ) （自家培養軟骨移植術に限る )
脳刺激装置植込術 （頭蓋内電極植込術を含む） 及び脳刺激装置交換術
乳がんセンチネルリンパ節加算 2 及びセンチネルリンパ節生検 （単独） （センチネルリンパ節生検 （単独））
肺悪性腫瘍手術 ( 壁側 ・ 臓側胸膜全切除 ( 横隔膜、 心膜合併切除を伴うもの ) に限る )
皮的冠動脈形成術 （特殊カテーテルによるもの） , 経カテーテル大動脈弁置換術
経皮的冠動脈ステント留置術 , 経皮的冠動脈形成術 , 経皮的中隔心筋焼灼術
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘出術
両心室ペ－スメ－カ－移植術及び両心室ペ－スメ－カ－交換術
植込型除細動器移植術， 植込型除細動器交換術及び経静脈電極抜去術
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術
大動脈バル－ンパンピング法 （IABP 法）， 経皮的大動脈遮断術
ダメージコントロール手術
腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術， 腹腔鏡下小切開後腹膜リンパ節群郭清術，
腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術， 腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍手術，
腹腔鏡下小切開副腎摘出術， 腹腔鏡下小切開腎部分切除術， 腹腔鏡下小切開腎摘出術
腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術， 腹腔鏡下小切開腎 ( 尿管 ) 悪性腫瘍手術，
腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍切除術， 腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術
胆管悪性腫瘍手術 （膵頭十二指腸切除及び肝切除 （葉以上） を伴うものに限る）
体外衝撃波胆石破砕術， 腹腔鏡下肝切除術， 生体部分肝移植術， 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 
早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術， 体外衝撃波腎 ・ 尿管結石破砕術， 膀胱水圧拡張術
腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術， 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術 （子宮体がんに限る）
胃瘻造設術 （経内視鏡下胃瘻造設術、 腹腔鏡下胃瘻造設術を含む）
（医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則 16 に掲げる手術）
輸血管理料Ⅰ, 人工肛門 ・ 人工膀胱造設術前処理加算， 麻酔管理料 （Ⅰ）
放射線治療専任加算， 外来放射線治療加算， 高エネルギー放射線治療
1 回線量増加加算， 強度変調放射線治療 （IMRT）
画像誘導放射線治療加算 （IGRT）， 定位放射線治療
病理診断管理加算 2， 口腔病理診断管理加算 2
クラウン ・ ブリッジ維持管理料
手術の通則 5 及び 6 に掲げる手術

http://www.tkgh.jp

土浦協同病院新聞筑波嶺 68号

平成 29年 9月 15日発行

　

平
成
29
年
6
月
22
日
茨
城
県
看
護
協

会
通
常
総
会
・
職
能
集
会
に
て
、
優
良

看
護
職
員
茨
城
県
看
護
協
会
長
賞
の
表

彰
式
が
あ
り
、
県
内
の
看
護
従
事
者
48

名
が
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
多

年
に
わ
た
り
茨
城
県
に
お
い
て
看
護
業

務
に
従
事
し
て
功
績
を
あ
げ
た
こ
と
、

ま
た
公
益
社
団
法
人
茨
城
県
看
護
協
会

の
向
上
の
た
め
に
貢
献
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。
こ
の
名
誉

あ
る
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
を
大
変
光

栄
に
存
じ
ま
す
。

　

私
は
昭
和
63
年
に
入
職
し
、
平
成
16

年
に
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
の

資
格
を
取
得
後
は
、
褥
瘡
・
ス
ト
ー
マ
・

失
禁
ケ
ア
を
中
心
に
院
内
外
で
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
29
年
間
、
看
護
師

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
多
く

の
方
と
の
出
会
い
と
職
場
や
周
囲
の
皆

様
の
温
か
な
ご
指
導
・
ご
支
援
に
よ
る

も
の
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

茨
城
県
看
護
協
会
長
賞
を
賜
り
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
栄
え
あ
る
表

彰
を
受
け
、
看
護
部
長
始
め
、
諸
先
輩

や
職
場
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
が

有
っ
た
か
ら
こ
そ
と
深
く
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。　

　

今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
事
が
あ

り
ま
す
。
入
職
し
、
泌
尿
器
科
で
勤
務

し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。「
退
院
し

て
も
温
泉
に
行
き
た
い
」
と
い
う
ス

ト
ー
マ
の
患
者
さ
ん
で
し
た
。
当
時
の

担
当
医
師
が
、
第
一
木
曜
日
な
ら
時
間

が
取
れ
る
と
、「
一
の
木
会
」と
命
名
し
、

患
者
会
が
出
来
ま
し
た
。そ
の
頃
か
ら
、

断
続
的
に
患
者
会
に
関
わ
る
事
と
な
り

ま
し
た
。
今
は
健
康
サ
ポ
ー
ト
委
員
会

と
し
て
、
一
の
木
会
も
含
め
た
委
員
会

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
今
回
の

受
賞
を
励
み
と
し
て
、
今
後
も
益
々
精

進
し
て
、
看
護
業
務
に
あ
た
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

茨
城
県
看
護
協
会
長
賞
を
受
賞
し
て

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

褥
瘡
管
理
者

看
護
師
長
　
平
山
　
薫

看
護
師
長
　
羽
持
　
律
子

高校生 1日看護体験
茨城県看護協会主催

看護部　看護師長
西森　志乃

　平成 29 年７月 27、28 日に、看護師を志すきっかけ
作りを目的とした茨城県看護協会主催の 1 日看護体験
が開催され県内の高校生 107 名の参加がありました。
　はじめに副院長兼看護部長より病院の概要、看護職
について説明がありました。病棟実習では車椅子乗車
等の患者体験や、洗髪・足浴などの看護体験を行いま
した。体験後のグループワークでは、「真剣な看護師の
姿を見る事ができた」「患者さんの気持ちに寄り添って
笑顔で会話をしてすごいと思った」などの意見が聞か
れました。さらに、先輩看護師から看護を志した動機
や看護師になって良かった事を伝えてもらうと、熱心
に耳を傾けていました。高校生からは「辛いことはな
いですか」と質問を受け、「大変さより、喜びや楽しさ
がそれを上回っています」と回答した看護師の姿に、
私達が嬉しく感じる場面もありました。土浦協同病院
附属看護専門学校の教員からは、学校や宿舎の魅力が
伝えられ、学生生活のイメージを膨らます事ができた
と思います。
　今回参加した高校生が一人でも多く看護師の仲間と
なり、一緒に看護ができる事を期待しています。



http://www.tkgh.jp

土浦協同病院新聞

近頃、オリーブオイルをはじめココナッツオイル、えごま油など様々な油が注
目されています。その中で今回はオリーブオイルの紹介をしたいと思います。

ちょっと一息

オリーブオイルがからだにいい理由

管理栄養士　白井　優美

オリーブオイルは、オリーブの果実、種
子から抽出した植物油です。主成分はオ
レイン酸という脂肪酸であり、酸化され
にくいのが特徴です。他の植物油に比べ
てオレイン酸の割合が多く、このオレイ
ン酸が私たちのからだに良い効果をもた
らしてくれます。

①オリーブオイルとは

オレイン酸は、悪玉コレステロールを減
少させ、善玉コレステロールを増加させ
る作用があり、動脈硬化などの生活習慣
病予防に効果的です。

②コレステロールの低下作用

満腹中枢を刺激する作用があり、食事の
1 時間前にオリーブオイルを摂ることで、
満腹感を感じやすく食事量を減らすこと
ができます。また整腸作用もあり、便秘
解消にも効果的です。

④ダイエット効果

肌の老化を抑え、肌のハリやツヤを出す
美肌効果が期待されます。

③抗酸化作用

　

1
年
半
前
の
新
病
院
開
院
当
初
、
予

期
し
て
い
た
と
は
云
え
、
毎
朝
、
幹
線

道
路
か
ら
病
院
に
至
る
側
道
に
数
百

メ
ー
ト
ル
の
患
者
さ
ん
の
車
列
が
出
現

し
、
十
分
過
ぎ
る
程
の
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
た
、
病
院
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ー
ル

が
患
者
さ
ん
で
溢
れ
か
え
り
ま
し
た
。

一
大
緊
急
事
態
発
生
に
、
手
の
空
い
た

全
職
員
が
協
力
し
て
受
付
事
務
と
患
者

さ
ん
の
案
内
・
誘
導
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、

何
と
か
凄
ま
じ
い
急
場
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
職
員
の
皆
さ
ん

が
伝
統
的
に
培
っ
て
き
た
、
土
浦
協
同

ス
ピ
リ
ッ
ト
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
私
の
ま
ぶ
た
と
脳
裏

に
焼
き
付
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
協
働

精
神
を
不
断
に
発
揮
し
て
、
更
に
強
固

な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

新
病
院
は
開
院
当
初
か
ら
新
病
院
機

能
の
フ
ル
活
用
に
よ
り
、
診
療
実
績
と

診
療
収
益
の
両
面
に
お
い
て
、
旧
病
院

と
比
較
し
て
格
段
の
向
上
が
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。
当
院
は
ま
さ
に
我
々
が
目

指
し
た
、
地
域
中
核
病
院
と
し
て
最
新

の
設
備
・
機
器
を
活
用
し
た
高
度
先
進

医
療
を
安
全
に
提
供
し
、
か
つ
地
域
に

密
着
し
た
「
断
ら
な
い
」・「
待
た
せ
な

い
」・「
裏
切
ら
な
い
」、
そ
ん
な
地
域

医
療
を
実
践
す
る
病
院
へ
向
け
て
、
皆

さ
ん
と
共
に
進
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

視 

点

土
浦
協
同
ス
ピ
リ
ッ
ト

　

平
成
29
年
6
月
に
土
浦
協
同
病
院
の

新
し
い
広
報
誌
「touch

（
タ
ッ
チ
）」

を
創
刊
し
ま
し
た
。
こ
の
広
報
誌
は
、

患
者
さ
ん
や
一
般
の
方
が
対
象
で
「
難

し
い
医
療
の
分
野
を
分
か
り
や
す
く
」

「
手
に
取
り
た
く
な
る
デ
ザ
イ
ン
性
」

を
目
標
に
、
内
製
化
に
よ
る
低
コ
ス
ト

を
実
現
し
つ
つ
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

土
浦
協
同
病
院
が
ど
ん
な
病
院
な
の

か
広
く
様
々
な
方
に
周
知
し
、
こ
の
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
相
互
参
加

が
で
き
る
場
を
設
け
た
い
、
と
い
う
目

的
の
も
と
、
可
能
な
限
り
発
行
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。touch

を

見
か
け
た
方
は
、
ど
う
ぞ
手
に
と
っ
て

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

事
務
員
　
鯉
沼
　
圭
二

広
報
誌touch

の
創
刊

隔月発行（偶数月末日）
患者交流広場やセブンイレブン脇の
イートインスペース等にて無料配布し
ています。

からだに良いことだらけのオリーブオイルですが、油はあぶら！カロリーは他
の油と変わりません。大さじ１杯で約 111Kcal と高カロリーです。1 日の目
安は大さじ 1～ 2杯になりますので過剰摂取に注意しましょう。
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